
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書では、近世とは天正 18年（1590）から

明治 4年（1871）、一般に“江戸時代”として

親しまれている期間を取り扱っています。 

人々の生活を彷彿
ほうふつ

とする、村の論争や規約、

年貢等の負担、大豆や草履などの流通価格。 

また、庚申年の富士山須山口登山道の隆盛に

象徴される人々の信仰、混沌
こんとん

の幕末維新に接し

た村の動向など、様々な切り口から当時の実情

に迫る、マニアックな 1冊。 

時代劇では知ることのできない、本物の江戸

時代がここにある！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ↑元禄 2年（1689）1月 29日 

      生類憐みの令。小田原藩領茶畑村に出されたもの。 

↑“稀代
き だ い

の悪法”と名高い、生類憐

みの令。5 代将軍綱吉の時代にたび

たび発せられました。 

 毎月 1 度、名主の所に村人を集め

て読み聞かせよ、としています。 

 生類愛護精神を養うものですが、

例えば“火事に際し、家財道具の搬

出などに構いなく牛馬の救出を優先

させよ”とあるなど厳しいもので、

実際に江戸では多くの人々がこの法

令違反で罰せられたようです。 

 裾野市史の編さん事業は、昭和 62年から始まりました。平成 3年、「資料編 深良用水」から

発行が始まり、最終巻である「通史編
つうしへん

Ⅱ」が発行されたのが平成 13年のことです。このように、

長い年月と多くの方々のご協力により編さんされた裾野市史は、私たちに、裾野市の成り立ちや

昔の人々の生活を教えてくれます。 

 最終巻の発行から 15年たった今、改めて裾野市史を例にとり、私たちの郷土史を紹介します。 

 

 

 

 

平成２８年 9 月 裾野市教育委員会生涯学習課 

 

第一章 近世裾野の成立 

第二章 村々の概況 

第三章 村々の支配 

第四章 村の政治と経済 

第五章 村の生活と文化 

第六章 家と家族 

第七章 幕末維新の裾野 

 

価格：6 ,000 円 

 

販売・お問い合わせ 

生涯学習センター（市生涯学習課） 

住所：深良 435 番地 

電話：055 - 992 - 3800  

 地域の多様性を感じる石高一覧 

境界争いの絵図（富士郡六七ヵ村と境論裁許状絵図） 

↑天保 7年（1836）1月 10日 千福村横山文左衛門伊勢大々講道中日記 

当時のお伊勢参りの記録（名物、食事など）。普段、駿東郡から

出ることのない人々にとって、特別な楽しみだったようです。 


